
○ 日 時 平成３０年３月９日（金）午後６時００分

○ 場 所 恵庭市保健センター　２階　健康増進室

１．開会

２．会長挨拶

３．議事

（１）平成３０年度保健事業の推進について

（２）平成３０年度予算の概要について

（３）第３次恵庭市食育推進計画の策定について

（４）第２次恵庭市健康づくり計画策定について

（５）通所型短期集中予防事業の委託について

４．その他

５．閉会
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（１）平成３０年度保健事業の推進について

・３５～３９歳の市民等を対象に身体計測、検尿、血液検査
等の健康診査を行う。

人 人 人

・胃、大腸、肺、子宮、乳がん検診を集団、送迎バス、
個別医療機関で実施する。（H29、H30年度それぞれ後期高齢者を含む）

人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人

人 人 人
人 人 人
人 人 人

　クーポン対象者

・生活習慣病の発症リスクが高い者に対する特定保健指導に
加え、特定保健指導の対象とはならなくても、検査数値から
その重症度に応じた保健指導を実施する。

% % %
発症予防（集団） 回 回 回
重症化予防（個別） % % %

回 回 回
回 回 回

・生活習慣病、介護を要する状態になることの予防等を図る
ため、正しい知識の普及と適切な指導、支援を行う。

回 回 回

高齢者健康教育事業・入浴施設を会場として、健康講話やいきいき百歳体操の紹介で
高齢者の健康維持・増進の普及啓発を図るとともに、外出のきっ
かけとすることで、閉じこもりの防止を図る。

回 回 回

・健康づくり相談日の開設や電話相談などで心身の健康につ
いて個別の相談に応じて必要な指導、助言を行う。

回 回 回

・心身機能の低下している方に対し、必要な訓練を行うこと
により閉じこもり防止、日常生活の自立を援助する。

回 回
人 人 人

H29予算

H29予算
3

H29予算

12

H30予算

28
132
160

H29見込み

337
176

H29予算

H29見込み
2,318
2,759
2,058

H29見込み
クーポン

H30予算

60
健診結果説明会 6

60開催回数

600

2

その他の
保健指導

特定保健指導（実施率）
3

H29見込み
3

H29見込み

12

H30予算 H29見込み

H30予算

事業項目
事　業　名

健康診査等
事業

健康診査

子宮がん検診

　合　計

　　　　　理由～予算要求時点で国におけるクーポン対象年齢が明確になっていなか

H30予算 H29予算

2,262
2,631

受診者数 45 68

2,558大腸がん検診

H29見込み

45

各種がん検診事業

受診者数 H30予算 H29予算

※後期高齢者の胃・大
腸・肺がん検診費用の
支払いは国保医療課で
対応

胃がん検診 2,264

47
998

2,285

がん検診推進事業

クーポン クーポン

肺がん検診 2,168

896
1,106

喀痰検査 67 70
子宮がん検診 911
乳がん検診 1,013 961

60

39 161
123
162

　　子宮・・・20歳全員、乳40歳全員。H29の当初予算よりも受診者数が少なくなった

　　　　　ったことから従来どおり５歳刻みでの予算要求となったため。

65

特定保健指導等事業

H30予算 H29予算

6
45 6042.6

5

12
2 2

60 60
H29予算

11
健康づくり講演会

H30予算
実施回数 600

訪問指導(人数)

健康増進事
業

健康相談事業

健康教育事業

機能訓練・訪問指導事
業

48機能訓練事業(回数)

600

事業終了（予定）

H29見込み
14

資料１

12

3

具体的事業
事業の目的・内容

乳がん検診

開催回数
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人 人 人

回 回 回
回 回 回

・妊娠・出産・育児に関する情報提供や相談、仲間づくりの
機会とする教室を開催する。

・特定不妊治療を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図るため
治療費を助成する。

件 件 件

回 回 回
回 回 回

・乳幼児における身体発育、運動、精神発達の遅れを早期に
発見し、適切な療育につなげ、健康に成長できるよう健康診

・３～４か月児 査を行い支援する。
・９～１０か月児
・１歳６か月児
・３歳児 人 人

人 人
人 人
人 人

人 人
人 人
人 人
人 人

人 人
人 人
人 人
人 人

・３～４か月児を対象に股関節脱臼の検診を行う。

人 人
人 人
人 人

・子どもの健康と育児に関する育児教室や相談日を開設する。

回 回 回

回 回 回

・電話相談も実施し随時対応する。
・0歳児の親に対し、救急対応等の理解を深めるための冊子
を改訂・作成し配布する。

１歳６か月児健診 529 519 98.1%
３歳児健診 549 534 97.3%

９～１０か月児健診 510 501 98.2%

6

H30予算
3回×年4コース

年4回

H29見込み
3回×年4コース

年6回

H29予算
3回×年4コース

年6回

H29予算
14

H29予算H30予算
506

３～４か月児健診 507

事業項目
事　業　名

母子健康手帳の交付

　一般健診(回数) 14 14

妊婦健康診査

H29見込み
交付数

妊婦・両親教室

499 493

H30予算 H29見込み

超音波検査(回数) 6 6

妊婦教室(回数)

両親教室(回数)

32

養育支援訪問

H30予算

H29見込み

H29見込み H29予算
484

H29予算

31

受診者数 受診率

３～４か月児健診

H29予算
対象者数

乳児家庭全戸訪問 465

H30予算

特定不妊治療費助成

H30予算

乳児家庭全戸訪問

申請件数 32

受診者数 受診率

464
94 94 94

養育支援訪問

493 484 98.3%
９～１０か月児健診 507 501 98.6%

乳幼児健診

対象者数

１歳６か月児健診 533 525 98.1%
３歳児健診 577 548 97.4%

97.7%

H29見込み
対象者数 受診者数 受診率

３～４か月児健診 477 469 98.3%
９～１０か月児健診 497 494
１歳６か月児健診 531 518
３歳児健診 558 552 98.8%

495 97.6%

先天性股関節脱臼検診

育児教室、育児相談
H30予算 H29予算H29見込み

88.4%

Ｈ30予算 457 92.7%

育児教室(回数) 6 6

育児相談(回数) 12 12

6

検診者数

Ｈ29予算
477Ｈ29見込み

母子保健事
業

448

こどもの救急冊子作成

507

12

474

対象者数
493

受診者数

93.9%

受診率

具体的事業
事業の目的・内容

99.2%
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・う歯予防の適切な習慣を形成し、う歯の低年齢化、重症化
を防ぐため、歯科健診やフッ素塗布を実施する。

フッ素塗布
回 回 回

人 人 人

･8020運動の実現に向け、歯槽膿漏など歯周病予防のための
歯科健診を実施する。

回 回 回

･歯科疾患予防と口腔機能の維維持向上のために歯科医師と
歯科衛生士による講話等で普及啓発を図る。

回 回 回

・6月の食育月間のほか、食に関するイベントにおいて、各団
体が取り組んでいる食育推進事業のパネル展示等を行い食育
の普及を図る。

回 回 回
・また、のぼり等により普及啓発を推進する。

・食への関心を高め、「生涯にわたる健やかな暮らしの実現」
を目指して講演会等を開催する。

回 回 回
回 回 回

・各種予防接種を行う。

人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人

・肝炎ウィルス感染状況を把握するため血液検査を行い、
必要に応じ保健指導を行う。

人 人 人

・血液検査を行いエキノコックス症の早期発見と治療を
普及啓発 図る。

人 人 人

受診者数 556

H29見込み H29予算

7269

H29見込み

472

高齢者肺炎球菌 2,158 2,158

備考
延接種者数

496
H29予算

H29見込み
4

H29予算
1
66

4

H29見込み

H29見込み

4

H29予算

H29予算H30予算

小児用肺炎球菌

予防接種事
業

48 48

フッ素塗布者数

歯科保健事
業

幼児歯科健診・相談

H30予算 H29見込み

48

H29見込み

1,824

実施回数

歯科健診(回数)

成人歯科健診・相談

H30予算 H29予算

1,727

H29見込み

1,865

8 8

歯科口腔保健普及啓発
事業 H30予算 H29予算

健口教室 4 4

8

食育推進事
業

えにわの食育展 H30予算

個別接種

実施回数 4

食育講演会、食育講座

食育講座(回数)
食育講演会(回数) 1 1

H30予算

ＢＣＧ 463 440

6

H30予算 H29見込み

2814 14

H30予算

単独接種含む

四種混合 1,932 1,832

8,603

2,002
468
1,1181,182

2

572

エキノコックス症検診

1,073

910
8,404
2,032

感染症予防
事業

肝炎ウィルス検診

H30予算

4,614 4,592日本脳炎

予防接種

400

不活化ポリオ

水痘 996 862
子宮頸がん予防 5

40

ヒブ

受診者数

1,814

4,815

H29予算

2,001

H29予算

Ｂ型肝炎 1,3601,076

5
2,015

8,439

事業項目
具体的事業

事　業　名

二種混合 400

高齢者等ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

1,808

事業の目的・内容

1,898
1,898

麻しん風しん 1,099
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・診療所を運営し、夜間・休日の内科・小児科系一次救急の
診療日空白ゼロを維持する。

人 人 人

・けが等の外傷は、夜間・休日の在宅当番医療機関で診療す
る。
・年２回開催
・市の救急医療体制の確保と充実を図るため、市内の二次救
急医療機関（救急告示病院）に対して助成する。

人 人 人

・保健センターに医療顧問医師を配置する。

回 回 回

・市民の健康に関する情報をシステムで管理し、有効活用を
図る。
・市民が有効に活用できるよう保健センターの維持管理等を
行う。

・保健センター運営協議会を開催し、保健事業の推進につい
て検討する。
・年３回開催 　
・献血の普及啓発を図る。
・薬物乱用防止の普及啓発を図る。

週2

H29予算

2,300

H29予算

H29予算

3,937

具体的事業

H30予算

事業の目的・内容
事業項目

事　業　名

患者数 3,873 4,209

H30予算 H29実績

参加者数 3,200 3,180

薬物乱用防
止事業

薬物乱用防止事業

救急医療対策会議

二次救急医療助成事業

保健センター医療顧問
医師設置事業

健康づくりデータバン
ク事業

保健セン
ター運営事
業

保健センター施設管理

保健センター運営協議
会事業

献血事業 献血事業

H29見込み

・歩くことに関連したイベント等をはじめとした仕掛けや仕組み
により、市民の健康への関心と参加を促し、健康づくりを推進す
るまちづくりにつなげる。(H28年度より3年間試行実施）

H30予算 H29見込み

配置日数 週2 週2

歩くことを通
したまちづく
り事業

歩くことを通したまち
づくり事業

救急医療対
策事業

夜間・休日
急病診療所
運営事業

夜間・休日急病診療所
運営事業
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・精神障害者保健福祉手帳の申請窓口業務を行う。
　（申請受理、進達、発送事務、H30.1月末実績210件）

・精神科機関への通院にあたり、健康保険以外に通院におけ
る医療費を助成しているが、市は申請窓口業務を行う。
　（申請受理、進達、発送事務、H30.1月末実績1,056件）
・障がい者が自立して暮らせるよう、居宅介護、短期入所、
共同生活援助等のサービスを提供する。

人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人

人

・うつ、自殺予防のためのこころの健康づくり講演会とパネ
ル展を開催する。

回 回 回
日間 日間 日間

・精神保健福祉についての正しい知識の普及と電話、来所、
訪問による相談、指導を行う。(H30.1月末実績210件)

・在宅の精神障がい者が地域活動支援センター等に通所する
ために要する交通費を助成し、経済的負担の軽減を図る。

人 人 人

12

10

H29予算

自立生活援助

就労定着支援
※Ｈ３０年度から新設

普及啓発講演会

24

12

H29見込み
75
2

12

H29見込み

1

63

1,717

24

H29予算

22

300

495

事業項目

50

1

生活介護

計画相談

0

施設入所支援

就労継続Ａ型

0

12

0

169

36

自立支援医療（精神）

自立支援給付事業

H30予算

共同生活援助

精神障害者保健福祉手
帳申請事務

事　業　名

宿泊型自立訓練

短期入所
居宅介護

H30予算

72

地域移行支援 12

181

72

309

H29見込み H29予算

具体的事業

就労継続Ｂ型 611

生活訓練 64

100

294

0

就労移行支援

334

相談・訪問指導

地域活動支援センター
等交通費助成

普及啓発事業
H30予算

1

10普及啓発パネル展

H30予算

精神保健福
祉事業

5

292

0

36

0

180
0

0

12

782

事業の目的・内容

0
地域定着支援 12

7

24

H29見込み H29予算

1

24

40

申請者数

46
重度訪問介護
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・要介護状態にならたいために体力の向上や生活機能・口腔
機能の向上を目的とした教室事業を行う。

1コース12回

1コース12回

1コース3回

・認知症や閉じこもり、うつ予防、口腔機能向上、栄養改善
のため保健師等が訪問を行う。

人 人 人

・70歳到達者を中心に健康状態を把握し関係機関と連携しな
がら健康状態の改善により介護を予防する。
・物忘れ等のある方を対象に簡単な検査、質問で評価を行い
認知症等の早期発見、早期対応の相談を行う。

(実）
人 人 人

人 人 人

・高齢者を対象に介護予防の普及啓発のための講演会、介護
予防教室、言語嚥下相談、健康教育を
行う。

・介護予防のための体操を補助するボランティアを育成し介
護予防の社会資源づくりを図る。

人 人 人

・地域における見守りや支え合いのネットワークづくりを社
協、町内会などと連携して行う。

1 回 1 回 1 回

回 回 回

　3コース　9人

　3コース  0人

　4コース　2人

H29見込み

H29予算

事業の目的・内容

26人

60

介護予防地域リーダー
支援事業

生活機能向上教室

H29予算
通所型短期集中予防事
業 ３教室を一括して委

託による事業実施

一般介護予
防事業

バランスアップ教室

地域介護予防活動支援
事業

2回
高齢者健康づくり教室

百歳体操ｻﾎﾟｰﾀｰ養成

H29見込みH30予算

3コース　14人

老人クラブ等健康相談

地域支え合い地域づくり支援 48 48

33回 840人

H30予算 H29見込み

地域支え合い地域づくり講演会

介護予防普及啓発事業
「高齢者健康づくり支
援事業」

H30予算

67

老人クラブ健康教育 35回

4回

33回

4回

事業項目
事　業　名

H30予算 H29見込み

体力向上トレーニング

介護予防･
生活支援
サービス事
業

口腔機能向上教室

H30予算

2

4コース　21人

200人

H29見込み

1,110人

60人

4

850

訪問型短期集中予防事
業

介護予防講演会 200人

介護予防把握事業

2448

45

H29予算

60

H29予算

2回

4回

35回

35回 910人

H29予算

あたまの元気度相談

訪問型対象者数 4

65人

123人

H29見込みH30予算

訪問相談数 370

H29予算

地域支えあい地域づく
り事業へ移行

1,155人

60人

782

48

1,155人

2回

35回 910人

3コース　12人

具体的事業
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（２）平成３０年度予算の概要について

《 歳入ベース 》 （単位：千円）

《 歳出ベース 》 （単位：千円）

健康増進事業

歯科保健事業

食育推進事業

感染症予防事業

※患者一人当たり26,449円

歩くことを通したまちづくり事業

献血事業

薬物乱用防止事業

精神保健福祉事業 障害者福祉費

障害者福祉費

介護予防事業

国民健康保険特別会計 4,658 4,640 18

合　　計 582,960 559,937 23,023

民 生 費 189,472 144,846 44,626

介護保険特別会計 7,252 7,595 △ 343

事業項目 Ｈ30予算① Ｈ29予算② 比較①-② 備　考

衛 生 費 379,231 402,856一般会計

7,252 7,595 △ 343 介護保険特別会計

合　計 582,013 561,337 20,676

1,136 1,120 16

障がい者自
立支援事業 自立支援給付事業 188,336 143,726 44,610

984

155,249

165 1

0 0 0

0 0 0

0

0

14 H29年度は行政措置災害補償含む

保健センター維持管理事業 4,324 21,040 △ 16,716 センター移転に伴い、管理部分に係る経費の減

22,663 22,649

救急医療対策事業 5,686 5,546 140 二次救急医療助成 5,472含

1,469 1,476 △ 7

夜間・休日急病診療所運営事業 102,429 102,440 △ 11

172 335 △ 163 食育推進計画印刷製本費の減

予防接種事業 163,295 167,995 △ 4,700

△ 263 機能訓練事業廃止

母子保健事業 46,552 47,015 △ 463

995 1,182

45,666

健康診査等事業
27,552 29,011 △ 1,459

18 国保会計（特定保健指導分）

29,414

4,630

計 50,795 54,016 -3,221

事業項目 Ｈ30予算① Ｈ29予算② 比較①-②Ｈ29見込み

1,400

夜間・休日急病診療所使用料・手数料 35,222 39,021 -3,799

国・道補助金・交付金 3,855 0

後期高齢者広域連合受託金 52

各種検診料金収入等 11,666 11,091

3,855

比較①-② 備　考

健康スポーツ課分の健康増進事業含む

49 3

575

保健センター運営協議会事業 166

3,928 3,926 2

事業項目 Ｈ30予算①

4,658 4,640

保健センター運営事業

いきいきふるさと推進事業助成金700千円を含む

資料２

1,400 0

Ｈ29予算②

備　考

1,258

Ｈ29見込み

38,257

3,364

88

11,052

52,761

3,894

335

161,727

1,477

102,440

5,546

583,962

6,484

585,362

Ｈ29見込み

416,615

156,233

6,484

保健センター維持管理費

夜間・休日急病診療所管理費

0

0

0

4,630

1,400

43,729

21,040

165

0

1,201

1,146

1,201

1,146
緑と語らいの広場複合施設
維持管理事業

△ 23,625

総 務 費 2,3472,347 0 0
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 (4)第３次恵庭市食育推進計画の策定について

１．目　的

２．計画の期間

平成３０年度から平成３５年度（６か年）

３．経過報告

第1回恵庭市保健センター運営協議会への説明

厚生消防常任委員会への説明

市保健福祉推進会議にて計画について説明

恵庭市食育推進協議会にて計画について説明

第2回恵庭市保健センター運営協議会へ素案の提示

平成29年10月～11月 恵庭市食育推進協議会委員へ素案提示及び検討（文書開催）

平成29年12月11日 厚生消防常任委員会への素案提示

平成29年12月13日 市保健福祉推進会議への素案提示

平成30年1月～2月 パブリックコメント

平成30年2月23日 恵庭市食育推進協議会にて成案審議及び承認

平成30年3月9日 第3回保健センター運営協議会にて成案審議及び承認

４．今後の予定

平成30年3月 厚生消防常任委員会、市保健福祉推進会議委員に報告

平成30年4月 第３次恵庭市食育推進計画の推進

平成29年10月16日

資料３－１

　国が推進する「食育基本法」の趣旨に沿い、平成２５年度から５年間の「第2次
恵庭市食育推進計画」を策定し、全ての世代において健康的な食生活を営むこと
ができるよう、家庭や保育園・幼稚園・学校・地域の協力連携のもと、市民が具
体的に食育をイメージし実践できるよう計画を推進してまいりました。本計画の
終期を迎え、現行計画の評価及び、本市の急速な少子高齢化による社会構造や食
に関する価値観やライフスタイル変化による生活習慣病や食生活の乱れなどの健
康面での課題を踏まえ、｢第３次恵庭市食育推進計画｣を策定します。

平成29年5月24日

平成29年6月19日

平成29年7月5日

平成29年7月14日
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第３次恵庭市食育推進計画（案）について

●計画の位置づけ

●計画の期間

＊健康づくり･食育に関するアンケート調査

●食をめぐる現状

・「関心あり」 「どちらかといえばあり」を合わせた割合が、恵庭市では６９．８％となり全国の７９．６％と比較し９．８％低い

●評価Ａ(目標に達成した)の項目 該当項目無し
●評価Ｂ(目標に達していないが改善傾向にある)の項目 ４項目

●評価Ｃ(変わらない)の項目 １項目

●評価Ｄ(悪化している)の項目 ７項目

Ｈ１９ H２４H２５ H２６ H２７ H３０ H３１H２８ H２９ H３２ H３３

資料３－２

第1章 計画策定にあたって                             Ｐ１ Ｐ４

 国の「第3次食育推進基本計画」及び北海道の北海道食育推進計画の方針を勘案し、食をと
おして、生涯にわたる健やかな暮らしの実現をめざすための施策についての計画として、食
育基本法の目的・基本理念を踏まえ第18条第1項に基づく市町村食育推進計画として策定し
ます。また、第５期恵庭市総合計画並びに恵庭市健康づくり計画、えにわっこ☆すこやかプ
ラン（恵庭市子ども・子育て支援事業計画及び恵庭市次世代育成支援行動計画）等他の関連
する計画との整合性を図りながら推進致します。

 この計画の期間は、第３次恵庭市健康づくり計画と整合性を図り、平成３０年度から平成
３５年度までの６年間とします。

H１８ H３４ H３５

恵庭市
健康づく
り計画

恵庭市健康づくり計画
恵庭市健康づくり計画(後期計画)

調査＊ 見直し 第２次恵庭市健康づくり計画

第２章 恵庭市の食育をめぐる現状                     Ｐ５ Ｐ１３

資料：恵庭市健康づくり・食育に関するｱﾝｹｰﾄ調査(平成28年度） 「食育に関する意識調査報告書」（H29.3農林水産省）

第３章 第２次恵庭市食育推進計画の評価                  Ｐ１４ Ｐ１９

42.0%

24.2%

37.6%

45.6%

13.6%

17.2%

10.1%

6.0%

6.1%

6.0%

0.7%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

恵庭市

＜食育に関心を持っている人の割合＞

関心あり どちらかといえばあり どちらかといえばない 関心なし わからない 無回答
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●基本方針

●食育を推進するための3つの領域と目標

①体や健康のことを考えて食事をしている人を増やす
②１日３５０ｇ以上の野菜を摂取している人を増やす
③栄養バランスに配慮した食生活を実践する人を増やす
④食事を味わってよく噛んで食べる人を増やす

⑤朝食又は夕食を家族と一緒に食べる共食の回数を増やす
⑥朝食を毎日食べる人を増やす
⑦早く寝る小学生を増やす（21時台までの就寝）

⑧「食育」に関心を持っている人を増やす
⑨地元産（道内産）食材を購入する人を増やす
⑩学校給食における恵庭産食材の活用を増やす

●領域別の対策
１．食をとおして健康をつくる
１）妊産婦や乳幼児に対する基本的な食習慣形成のための栄養指導 
２）生活習慣病予防による健康寿命の延伸につながる食生活実践の推進
３）高齢者に対する低栄養の予防等の栄養指導
４）8020やカミング30等の歯科保健活動における食育推進

項  目 評 価 項  目 評 価

B

①朝食を毎日食
べる人の割合

小学生 C ⑥家族や誰かと一緒に食事をす
る人の割合(朝食)

Ｄ中学生・保護者 B
青年・成人 Ｄ

Ｄ
⑩学校給食における恵庭産食材
の活用

Ｄ

②体や健康のことを考えて食事
をしている中学生の割合

B
⑦食事の準備や手伝いをする人
の割合

Ｄ

③１日350ｇ以上の野菜を摂取
している人の割合

Ｄ
⑧「食育」を内容も含めて知っ
ている人の割合

第４章 食育推進計画の目標と体系                    Ｐ２０ Ｐ２３  

第５章 食育の推進                           Ｐ２４ Ｐ３０

④早く寝る小学生の割合(21時
台までの就寝)

B
⑨地元産(道内産)食材を購入す
る人の割合

Ｄ

⑤食事を味わってよく噛んで食
べる人の割合

『食をとおして、生涯にわたる健やかな暮らしの実現をめざす』

領域１ 食をとおして健康を
つくる

領域２ 食をとおして人を育む

領域３
食をとおして地域を
つくる
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２．食をとおして人を育む
１）若者や高齢者へのコミュニケーションを通じた共食の推進
２）子どもの基本的な生活習慣形成の支援
３）多様な暮らしを意識した栄養指導の推進
４）若い世代に対する食に関する知識の普及啓発の推進

３．食をとおして地域ををつくる
１）食育に関する理解の推進
２）地域の食文化を大切にした食育の推進
３）地産地消の推進
４）食べきりおよび食を大切にする意識の啓発

●恵庭市食育推進協議会
●第3次恵庭市食育推進計画期間の食育推進事業
●第２次食育推進計画及び第３次食育推進計画の体系図

第6章  計画を円滑に推進するために                     Ｐ３１

 恵庭市食育推進計画は、市民や関係団体などからの意見を施策・計画に反映させるため、行政の
関係部署、学識経験者、関係団体、市民などで組織する恵庭市食育推進協議会において、計画策定

及び進行管理や評価を行います。恵庭市食育推進計画の推進にあたっては、「推進計画の策定」→

「計画の実施」→「計画の評価」→「計画の見直し」をしながら、総合的かつ計画的に進めていき

ます。

資   料                                Ｐ３２ Ｐ４０
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資料３－３
第２次食育推進計画及び第３次食育推進計画の体系図

食
を
と
お
し
て
、

生
涯
に
わ
た
る
健
や
か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ
す

生

涯

食

育

い

ろ

ど

り

ご

は

ん

で

え

び

す

顔

１食をとおして健康をつくる

１
妊娠期・子どもの頃からの食を大切に
する

２生活リズムを身につける

３生活習慣病予防に取り組む

２食をとおして人を育む

１食を楽しむ

２共食を大切にする

３
食の情報を正しく理解する知識や基本
的調理技術を身につける

４日本の食文化を継承する

３食をとおして地域をつくる

１食育推進の周知・啓発に取組む

２地産地消を推進する

３共食による地域活動を推進する

基　　本
方　　針

第3次
食育推進基本計画
重点課題（国）

領　　域 目　　　標
対　　　　　　策

個人・地域の取り組み 関係団体・市の取り組み

食
を
と
お
し
て
、

生
涯
に
わ
た
る
健
や
か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ
す

健康寿命の延伸に

つながる食育の推進

１. 食をとおして
健康をつくる

(１)　体や健康のことを考えて食事をしている人を
　　　増やす

(２)　１日３５０ｇ以上の野菜を摂取している人を
　　　増やす

(３)　栄養バランスに配慮した食生活を実践する人
　　　を増やす

(４)　食事を味わってよく噛んで食べる人を増やす

・日頃から望ましい食生活を意識しよう

・減塩や栄養バランスの良い食事で生活習慣
　病を予防しよう

・ゆっくりよく噛んで食べよう

・妊産婦や乳幼児に対する基本的な食習慣形成のための
　栄養指導

・生活習慣病予防による健康寿命の延伸につながる食生活
　実践の推進

・高齢者に対する低栄養の予防等の栄養指導

・8020やカミング30等の歯科保健活動における食育推進

多様な暮らしに
対応した食育の推進

２. 食をとおして
人を育む

(１)　朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」
　　　の回数を増やす

(２)　朝食を毎日食べる人を増やす

(３)　早く寝る小学生を増やす（21時台までの
　　  就寝）

・朝食を食べ健康的な生活リズムを身につけ
　よう

・家族で食卓を囲み共に食事を取ろう

・地域の中で食を通じたコミュニケーション
　を図ろう

・若者や高齢者へのコミュニケーションを通じた共食の推進

・子どもの基本的な生活習慣形成の支援

・多様な暮らしを意識した栄養指導の推進

・若い世代に対する食に関する知識の普及啓発の推進若い世代を中心
とした食育の推進

食文化の継承に
向けた食育の推進

３. 食をとおして
地域をつくる

(１)　「食育」に関心を持っている人を増やす

(２)　地元産（道内産）食材を購入する人を増やす

(３)　学校給食における恵庭産食材の活用を増やす

・自分の食生活を振り返ろう

・地元産の食材を積極的に利用しよう

・食べきれる量だけ作ったり、注文したりし
　よう

・残さず食べよう

・食育に関する理解の推進

・地域の食文化を大切にした食育の推進

・地産地消の推進

・食べきりおよび食を大切にする意識の啓発食の循環や環境を
意識した食育の推進

基本
方針

目 標
行動目標 対 策スロー

ガン

○妊娠期・子どもの頃からの適切な栄養摂取・食習慣づ
くりの支援
○子どもの成長発達に応じた授乳や食習慣づくりの支援

○栄養関係職員の情報交換など連携の推進
○妊娠期や子どもの頃からの歯の健康保持・増進への支
援
○むし歯予防のためのフッ素塗布事業や集団フッ化物洗口
の推進

○「早寝早起き朝ごはん」の普及啓発
○乳幼児期からの生活リズムと食習慣づくりの支援
○運動や遊びによる積極的な身体活動の普及啓発

○食生活や生活習慣の見直し改善など保健指導の充実
○どさんこ食事バランスガイドの普及啓発
○栄養成分表示活用の推進
○職場との連携
○講演会やフォーラムの開催

○食農体験（栽培・収穫・調理）の促進
○旬の食べ物や食べ方など食に関する情報の提供

○食育推進講演会・食育講座の実施
○図書課事業と連携した食育の推進

○「共食」の普及啓発

○町内会など地域における食育活動への支援

○子どもや若い世代に食の知識や調理技術などを伝える機会
の提供･支援
○学校や学校給食センターからの食の情報提供の実施
○食の安心･安全に関する情報の提供

○日本型食生活推進のための料理教室の実施
○子どもや若い世代に行事食などを伝える機会の提供
・支援

○「食育月間(６月)」「食育の日(毎月１９日)」の
普及
○食育推進講演会・食育講座の実施

○学校・幼稚園・保育園等の給食における地産地消の
推進
○恵庭産食材の活用の促進
○生産者と消費者の交流の推進

○食に関連した事業やイベントの推進

第２次食育推進計画

第３次食育推進計画

-
1
3
-
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「第３次恵庭市食育推進計画(案)」に対するパブリックコメントを募集した結果、
　ご意見はございませんでした。

1 ． 募集期間
平成３０年１月５日（金）～２月５日（月）

2 ． 資料の閲覧場所
市役所情報公開コーナー(本庁舎２階)、恵庭市保健センター、島松支所
恵み野出張所、中恵庭出張所、えにわ市民プラザ「アイル」
恵庭市ホームページ

3 ． 意見の募集方法
持参、郵送、FAX、電子メール

4 ． 意見等の募集結果

資料３－４

持　参 郵　送 F A X 電子メール 合　計
0 0 0 0 0

「第３次恵庭市食育推進計画(案)」に対するパブリックコメントの
実施結果について
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 (4)第２次恵庭市健康づくり計画の策定について

１．策定の背景と目的

 現行計画の終期を迎え、これまでの恵庭市で取り組んできた健康づくりを引き継ぐと

ともに、現行計画の評価、本市における急速な少子高齢化による社会構造や疾病構造の

変化等新たな健康課題を踏まえ、「第２次恵庭市健康づくり計画」を策定し、本市の市

民の健康づくりのさらなる発展をめざすものです。

２．経過報告

第1回恵庭市保健センター運営協議会への説明

厚生消防常任委員会への説明

恵庭市保健福祉推進会議にて計画について説明

第2回恵庭市保健センター運営協議会へ素案の提示

平成29年11月 恵庭市保健福祉推進会議委員への素案提示及び検討（文書）

平成29年12月11日 厚生消防常任委員会にて素案説明

平成29年12月13日 恵庭市保健福祉推進会議で素案説明及び協議

平成30年1月5日～2月5日 パブリックコメントの実施

平成30年3月9日 第３回運営協議会にて成案審議及び承認

３．今後のスケジュール

平成30年3月 厚生消防常任委員会、恵庭市保健福祉推進会議に報告

平成30年4月～ 第２次恵庭市健康づくり計画の推進

資料 ４-1

平成29年5月24日

平成29年6月19日

平成29年7月5日

平成29年10月16日

-16-



第２次恵庭市健康づくり計画（案）について 資料４－２

●計画策定の背景と趣旨
●計画の位置づけ
国の健康日本２１（第二次）の地方計画
健康増進法第８条第２項に基づく市町村健康増進計画

●計画の期間
平成３０年度から平成３５年度（６か年）

＊健康づくり･食育に関するアンケート調査

●恵庭市の健康に関する概況

・人口は６９，５２９人。高齢化率は２６．４%（平成２９年１０月１日現在）。
・年々、老年人口が増加し、生産年齢人口及び年少人口が減少しています。
・死亡原因は悪性新生物、心疾患、肺炎、脳血管疾患、老衰の順に多くなっています。
・早世死亡（６４歳以下）の割合は１５．３％。出生率（人口千人対）は７．３。（平成２６年）
・人工透析患者のうち糖尿病性腎症の割合が増加傾向となっています。

●現行計画の評価
・評価Ａ(目標達成)の項目 １８項目（５８．１％）
・評価Ｂ(前進)の項目  ０項目（   ０％）
・評価Ｃ(現状維持)の項目  ５項目（１６．１％）
・評価Ｄ(目標未達成)の項目  ７項目（２２．５％）
・評価Ｅ(評価困難)の項目  １項目（ ３．３％）

●達成できた主な項目 
・自殺者の減少
・成人や妊娠中の喫煙率の減少
・乳幼児･学童期でう蝕のない人の割合の増加   など

●達成できなかった主な項目
・がん検診受診率の向上
・日常生活における歩行や運動習慣者の割合の増加
・睡眠による休養を十分とれていない人の割合の減少(20 64歳)   など

第２次恵庭市健康づくり計画

第２章 恵庭市の現状                          Ｐ４ Ｐ１２

H３１ H３２ H３３ H３４ H３５

恵庭市
健康づく
り計画

恵庭市健康づくり計画
恵庭市健康づくり計画(後期計画)

調査＊ 見直し

第1章 第2次計画の概要                            Ｐ１ Ｐ３

H１８Ｈ１９ H２４H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ H３０
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●基本理念

 国の示す方針と同じ方向となっているため、第２次計画においても継続した基本理念とします。

●第2次計画の基本的な方向
健康寿命の延伸と健康格差の縮小
生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底
社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上
生活習慣及び社会環境の改善
健康を支え、守るための社会環境の整備

  恵庭市の状況や国の基本的な方向等を十分に勘案し、目標を３１項目に絞り込みましたが、
 社会情勢の変化や現行計画を見直し、新たに４項目を加えた３５項目の目標を設定します。
●新設の目標
・ロコモティブシンドロームを認知している市民の割合の増加
・就業又は何らかの地域活動をしている高齢者の割合の増加
・気分障害･不安障害に相当する心理的苦痛を感じている者の割合の減少
・過去1年間に歯科健診を受診した者の増加

●健康寿命の延伸、領域別の現状・対策
（１）がん
（２）循環器疾患  
（３）糖尿病  
（４）栄養・食生活  
（５）身体活動・運動  
（６）休養・こころの健康  
（７）喫煙  
（８）飲酒  
（９）歯・口腔の健康  

  健康づくりの推進には、市民一人ひとりが健康づくりに関心をもち、自らが健康づくりに主
 体的に取り組むことが大切です。家庭や学校、職場や地域など日常生活における様々な実施主
 体が役割を認識し、支えあうことが大切です。市では、市民一人ひとりの健康づくりの取り組
 みを様々な関係機関と連携を図りながら、支援・推進していきます。
  また、毎年、計画の推進状況等を恵庭市保健センター運営協議会に報告し、保健事業の円滑
 な推進について審議し、適宜市民に公開します。

●健康づくり計画（後期計画）の目標及び評価一覧
●健康づくりアンケート調査結果

基本的な方向３
基本的な方向４
基本的な方向５

第４章 第2次計画の推進                         Ｐ２３ Ｐ６５

第５章  第2次計画を円滑に推進するために（健康を支え、守るための社会環境の整備） Ｐ６６

資   料                                

第３章 第２次計画の基本的な考え方                   Ｐ１３ Ｐ２２  

基本的な方向１
基本的な方向２

『市民一人ひとりが「生きがいをもち、心豊かに、はつらつと暮らせるまち」を

目指し、生涯にわたる健康づくりを推進しますす』
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資料４－３

「第 2次恵庭市健康づくり計画（案）」についてのパブリックコメントの実施結果について

１．意見等の募集期間  平成３０年 1月５日（金）～平成３０年２月５日(火) 

２．資料の閲覧場所  市役所情報公開コーナー（本庁舎 2階）、恵庭市保健センター、島松支所
        恵み野出張所、中恵庭出張所、えにわ市民プラザ「アイル」

          恵庭市ホームページ

３．意見等の募集方法  持参、郵送、FAX、電子メール

４．意見等の募集結果  

５．意見内容及び市の考え方

番号 寄せられた意見 意見に対する市の考え方

１ 市民の安全と健康を守り、促進させるための意見を述べ

させていただきます。

○毎週水曜日はノーカーデーとする。

週に一度は車を乗らずに徒歩や、エコバスで出勤、買

物をして地球温暖化の防止と健康の増進に努める。

がんについて

○受動喫煙防止に努める。

受動喫煙で１日に４０人が死亡し、１年で 15,000人が
死亡している事を考慮し、タバコに害がある事をもっと

PRする。
参考 タバコの煙には 4000種類の科学物質が発生し、
200種類の有害物質と 60種類の発がん物質が含まれてい
る。タバコが原因の医療費がH14年度 1.5兆円（内受動
喫煙で 3200億円）なお、加熱式タバコにも発がん物質が
含まれている。

○がんの検診を早朝・夜間でも出来るようにする。

2人に 1人ががんに罹患し、3人に 1人ががんで亡くな
る時代です。従来の方式で問題があるとすれば、曜日や

時間を拡大して、受診しやすい環境にする。

○学校でがんについて積極的に教育する。

医師、看護師、がん経験者が講話をして、小学生から

がんの知識を勉強させる。

ノーカーデーにつきましては、多

様な生活環境や考え方があり、市全

体で取り組むことは難しいと考え

ますが、日常生活の中で誰もが取り

組める身体活動の向上に向けて取

り組みを推進していきます。

がんの発症を高める要因のひと

つである喫煙（受動喫煙を含む）に

よるリスク等、がんに関する知識の

普及・啓発の取り組みに努めて参り

ます。また、市民が、がん検診を受

診しやすいよう、検診機会の拡充に

努めて参ります。

持 参 郵 送 FAX 電子メール 合 計

  ０   ０   ０   １   １
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資料５

 (5)通所型短期集中予防事業委託事業者の選定結果について

　１．事業名 恵庭市通所型短期集中予防事業

　２．公募期間 平成２９年１２月１４日～２７日

　３．応募事業者 ５事業者

　４．選定方法

選定会議　平成３０年２月９日（金）実施

　５．委託事業者

　６．報告 平成30年2月14日
平成30年3月9日

　７．今後の予定 平成30年4月1日 委託契約

　恵庭市通所型短期集中予防事業委託事業者審査要領に基づき選定会議
を開催のうえ、応募書類の内容の審査を行い、次のとおり委託事業者を決
定しました。

事　業　者　名 住　　所
ワーカーズコープ
恵庭地域福祉事業所

恵庭市本町１７

（株）ANYONE カラダラボ

恵庭市社会福祉審議会　高齢者福祉・介護保険専門部会　報告
恵庭市保健センター運営協議会　報告

デイサービス　おしゃべりサロン
セントラルフィットネスクラブ恵み野
緩和ケアクリニック・恵庭

恵庭大町４丁目２－２７
恵庭市本町１４６
恵庭市恵み野里美１丁目２－１
恵庭市白樺町３丁目２２－１
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